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 鎌倉時代に中国・南宋より招来された禅宗様は、最先端の様式として当時の建
築界に大きく影響を及ぼした。このことは建築史における重大な転換点として認
められているが、中心となるべき鎌倉・京都五山の殿堂は悉く滅失し、往時の様
子を伝える文献絵画史料も僅少とあって、とりわけ中世東国においては、受容さ
れた禅宗様の技法が既存の和様的な技法との間にいかなる齟齬を生み、また折衷
されてきたのかという変容過程については不明点が多く残っている。これまでは
現存する小規模な中世仏堂や近世に再興された五山仏堂、あるいは近世に記され
た大工技術書を対象として個別に問題が解明されてきた。  
 そのような状況の中、1980 年代後半に鎌倉大工河内家に旧蔵されていた技術文
書集『鎌倉造営名目』が発見された。木割（部材寸法決定法）を中心に、規矩や
仕口刻み等の技術を記したもので、室町末から江戸初期に渡る年代の古さ、内容
が示す初期的性格、社・堂・塔・門・屋・調度に及ぶ多様性、鎌倉五山の伝統を
反映した禅宗様木割など、鎌倉大工の技術を総合的に伝えるものであって、室町
末の「円覚寺仏殿古図（指図・地割之図）」（以下「古図」と略記）とならび、高
い価値を有する。本史料については翻刻文と概説ならびに関連する各種小論が発
表されているが、木割内容の具体的な解明については未着手の状態であった。  
 本論文は以上の背景を踏まえ、『鎌倉造営名目』における禅宗様の木割を対象と
し、記述内容の分析を通して、木割の背後に潜む中世東国の禅宗様建築設計技法
を遡行的に推論したものである。その方法的特徴は従来の研究が遺構分析あるい
は文献分析のいずれかに傾倒しがちであったのに対し、「古図」や近世木割書、あ
るいは中世禅宗様遺構との比較を通して、総合的に設計技法の性格を把握しよう
とした点にある。論文は、序論 1 章、本論 7 章、結論から構成されている。  
 第 1 章では序論として、研究の背景と目的ならびに対象と方法を示した。その
過程で設計技術史の先行研究、中世から近世にかけての鎌倉大工の活動ならびに
本史料の筆録経緯を整理し、論点と史料の性格を明らかにした。  
 第 2 章では木割の基本的性格の理解のために、和様・禅宗様の区別を問わず主
要な 10 項目を選出し、柱・横架材、組物、軒廻り、造作、平面、高さの木割につ
いて基礎分析を行った。これは規定ごとに割り出し元となる寸法（母体寸法）と
比例係数の設定を整理したもので、結果、初期木割書に通ずる用語の使用が認め
られること、組物において母体寸法に肘木断面寸法を多く設定すること、単純な
比例係数を採用しており中でも分割算の利用が多いこと、副次的な基準寸法を設
定して二次的な微調整を行う例があることなどの特徴を指摘した。  
 第 3 章では寸法計画を考察する前段階として、関東地方における禅宗様組物の
性格について考察を加えた。まず禅宗様組物木割に現れる新出部材・重ね肘木（上
方肘木下端まで丈増しされた手先方向肘木、幅 1 割増し）およびカケ斗（手先方
向材を受ける方斗、大きさ 1 割増し）について部位特定を行った。丈増し、幅増
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しした部材を用いる技法は手先方向材の強度増加をはかるもので中国の影響と考
えられた。続いて現存遺構との比較を行い、両部材を用いた技法の存在を検証し
た。さらに補論として筆者が行った高倉寺観音堂組物調査の成果を掲載した。  
 第 4 章では禅宗様組物の寸法計画について論じた。組物木割を整理すると、肘
木を重要視し、その丈、下端、手先長さ寸法を基準寸法として捉える性格が理解
され、また垂直方向においては各部材端が「肘木丈×1/2」の間隔で引いた基準線
に合致し、中世禅宗様遺構に見る納まりとの間に整合性を得ることができた。次
に水平方向の計画を検討した。まず解釈の難解な「斗違い」の技法について、壁
方向において大斗端と脇巻斗端が立面上接することにより手先長さ＝巻斗位置が
定まるとする案を示した。それを元に等間隔基準線の利用について検討したが、
寸法値からは合致しないという結果を得た。一方、密接な関連が想定される「古
図」ではアイタを八分割して得られる巻斗長さを等間隔基準線の単位とする計画
法が想定されているが、本史料と比較したとき組物木割はほぼ一致するのに、同
種の計画法が成立しないのは本史料にて複雑な比例係数を採用できないという木
割の方法的問題に起因していると考え、本来は「古図」と同様の計画法を想定し
ていたと推考した。続いて方格子の関係が成立する関東地方の遺構について組物
を分析したところ、アイタを等分割して単位長を得る技法が想定され、それは近
世の『建仁寺派家伝書』に示される九枝掛（アイタ六間割）と関連をもつ可能性、
および同様の関係が本史料の禅宗様項目および「古図」の雨打（裳階）組物でも
確認できることを指摘した。以上より組物木割の背後には等間隔基準線あるいは
方格子を利用して図形的に寸法を割り付ける技法が存在した可能性を指摘した。  
 第 5 章では、禅宗様の平面寸法計画について論じた。柱間寸法規定では垂木数
とあわせてアイタが用いられることについて、これは組物 1 備の大きさを概括的
に示す中間的な単位であり、基準寸法としては機能していないことを指摘した。
また他に、柱間比例、柱太さ増減法を用いた計画法が確認されたが、アイタや柱
間は例外を除き、垂木数に変換できるため、主となるのは垂木数を用いた計画（枝
割制）であると推考した。続いて軒の出寸法規定について検討した。まず上層の
扇垂木屋根は関東地方の遺構と同様に、中央アイタ平行垂木型であり、垂木歩み
との関係が意識されることを指摘した。次に上層軒の出寸法は柱間寸法と手先寸
法を利用しながら図形操作的に決定されること、平行垂木である下層軒の出は、
例外はあるが、枝割制によって決定されること、妻の軒の出も同様に枝割制によ
り、破風位置は手先数と連動して図形操作的に決定されることを指摘した。以上
より、禅宗様の平面寸法計画は枝割によって総合的に統御されているが、アイタ
や柱間比例の技法が介在しながら複合的に表現される特徴を有すると考察した。  
 第 6 章では軸部を構成する柱、貫、梁、組物の部材断面寸法とその高さ寸法に
ついて計画法を論じた。断面寸法規定は木割の基本に忠実であるが、柱太さが木
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細いこと、係数に分割算を多用すること、虹梁は組物との関連性が強く、肘木を
母体寸法として割り付けられることなどの性格を指摘した。高さ寸法については、
まず内法高さが雨打・庇（側廻り）ともに柱間を返すことによって定められ、内
法高さ以外は部材を積層するあるいは屋根勾配の関係を用いて漸次高さを決定さ
れることを指摘した。また庇組物は等間隔基準線を用いて簡便に高さを割り付け
るが、この方式は庇のみならず、屋中（尾垂木尻組物）や大広（内陣）にまで拡
張されており、最終的に大広の柱高が庇組物から連動して定められるよう計画さ
れていること、ならびに同様の計画法が関東地方の遺構や「古図」においても確
認されることを指摘した。以上の考察に加え、円座の寸法規定、あるいは前述し
た組物や平面寸法計画を総合的に検討したところ、木割の背後には図面作成なら
びにそれを利用した図形操作が想定されると推論した。  
 第 7 章では木割において各寸法が連関し体系を構築する性格に注目し、考察を
加えた。まず禅宗様各項目について寸法体系図を作成した結果、柱太さを主とす
る近世木割書に対し、本史料は柱太さに加え、肘木下端と丈、手先長さを副次的
な基準寸法として取り込み、独特の体系を構築していることを指摘した。続いて
独自の木割を示す「五間仏殿」を対象に禅宗様木割が抱える問題について論じ、
肘木寸法割出順序の混乱は、単位長の元となる肘木丈を早く割り出すとともに、
柱太さに対する組物大きさの割合を変更する意味があったと考えた。また「五間
仏殿」にて柱太さを総柱間から割り出す特殊な方式を採用するのは、同様に組物
の対柱比を大きくしたかったためであり、17 世紀初頭には登場し始めていた詰組
の効果を高めるために組物端間隔を狭くするという意識を反映したものと考えた。
またこのような意識変化により「古図」に示されていた組物端間隔が広いアイタ
八間割は成立基盤を失ってしまったと推論した。  
 最後に中国の建築技術書を取り上げ、本史料との比較考察を行った。宋代の建
築技術書『営造法式』と比較すると、肘木の断面寸法と敷面高をモデュールとし
て活用する点、手先方向材を強化する技法などに類似点が認められた。続いて清
代の『工程做法則例』と比較すると、その技法は肘木下端を単一のモデュールと
して全面的に適用したもので、柱太さと肘木断面寸法を両用する本史料の技法よ
りも単純化を推し進めた方式となっていることが理解された。以上の考察を総合
すると、本史料から推察される設計技法は中国宋代の技法に源流を求めることが
できるが、その一部を継承しつつも、在来の枝割制と木割術の要素を取り込み、
独自の設計技法として体系化されたものと考えることができると推論した。  
 第 8 章は各章にて解明しえた諸点を総合して結論としてまとめた。要点は次の
3 点に整理できる。（ 1）等間隔基準線を利用して組物を設計した可能性がある（ 2）
図面（指図・建地割図）の引き付けを前提に木割を考えている（ 3）南宋伝来の設
計技法を残し、肘木断面寸法を重視した木割体系を構築している。  
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